
ネットワークコンピューティング時代の新情報システム

マルチメディアデータの一元管理を実現する
``HiRDB UniversalServer”
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マルチメディア情報のデータベース化による一元管理
"HiRDBUnive｢salServer”は,従来のRDBが格納するコード情報に加えて,マルチメディア情報も表形式で格納できる｡ 標準データベース言語

"SQL(StructuredQueryLang=∂ge)”を用いて検索･更新が簡単に記述できるだけでなく,ネットワーク上でのマルチメディア情報検索サービス

や統一的な運用管理環境も,複雑なアプリケーションプログラムを開発せずに容易に実現できる｡

ネットワークコンピューティング時代には,画像や音

声,動画といったマルチメディアデータを取り込んだ情

報システムの構築が必要不可欠となりつつある｡マルチ

メディアデータは,データ量が大容量なだけでなく,メ

ディア操作や格納形式が多様化かつ改良拡張していくと

ころに大きな特徴がある｡従来のRDB(Relational

Database)やメディアごとに別サーバを持つ方式では,

システム運用やアプリケーションプログラムの開発に課

題があった｡

この課題に対して``HiRDBUniversalServer''では,

それぞれのマルチメディア情報に応じて,検索や格納な

どの操作ライブラリを自由に追加登録できるプラグイン

機能を開発した｡プラグインとしては,SGML(Standard

GeneralizedMarkupLanguage)文書の構造検索や画像

内容検索をはじめとして,今後,地図情報や映像検索な

どを拡充する｡HiRDBUniversalServerでは,RDBと

して実績のある``HiRDB”が持っている広範なスケーラ

ビリテイ,高いパフォーマンス,高信頼性などとを組み

合わせることにより,従来のRDB資産を生かしつつ,マ

ルチメディアデータの一元管理により,情報システムの

新たな可能性が開けるものと考える｡
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はじめに

インターネットに代表されるネットワークコンピュー

ティング時代では,より多くの人々に親しみの感じられ

る情報を提供する形態が重要であり,画像などのマルチ

メディアを利用するニーズが高まっている｡インターネ

ットヘの情報発信のベースとなる情報システムでも,こ

のような動向に対応するため,マルチメディア情報も含

めた一元管理が重要な課題となりつつある｡

"HiRDBUniversalServer”は,この課題にこたえる

ために開発したORDB(Object RelationalDatabase)を

中心とした新しい製品体系であり,プラグイン機能によ

り,多様なメディアの一元的な管理･検索が可能である｡

ここでは,HiRDB UniversalServerプラグイン機能

の特徴と,ネットワーク環境での応用例について述べる｡

マルチメディア情報の特徴

マルチメディア情幸削ま,データ量が大容量なだけでは

なく,各メディアに固有の操作や格納を必要とする｡こ

れに対して従来のRDB(RelationalDatabase)では,こ

のような多様性に対応できず,メディア対応にファイル

をベースとした専用のメディアサーバを,書誌的情報を

格納するRDBサーバとは別立てで構成する｢複合体方

式+が一般的であった〔図1(a)参照〕｡

この方式では,アプリケーションプログラムが,書誌

的情報を管理するRDBの標準言語``sQL”とは別に,各

メディアサーバを意識したインタフェース〔図1(a)の例

ではファイルインタフェース〕をそれぞれ利用する必要

があるので,プログラム開発上に課題があった｡また,

管理者側もメディアサーバとRDBの内容に整合性の矛

盾が無いように管理する必要があった｡そのため,同図

(b)に示すような,ネットワーク環境でのRDI引二よる一元

管理が,アプリケーション開発者にもデータベース管理

者にもそれぞれ強く望まれていた｡

ORDBとプラグイン

近年話題となりつつあるORDBは,上記の課題を解決

しようとして提案されているものである1),2)｡ORDBで

は,従来のコード情報主体のデータ型に加えて,ユーザ

ーが自由に型を追加定義できる｡さらに,型に応じた関

数をSQL文で記述できるようにすることにより,メディ

ア対応のデータ型の拡張が可能となり,多様なメディア

の出現にも柔軟に対応できるようになった｡現在,標準
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図l マルチメディア情報の格納方式
画像･文書情報のRDBへの統合化により,従来の複合サーバ方式

と比べて,ネットワーク環境下でのアプリケーションプログラム開

発が容易となる

化が進んでいるSQL33)でも,ユーザーの型定義が可能

な機能をサポートする予定である｡具体的には,マルチ

メディアであればフラットテキスト型,HTML(Hyper-

textMarkupLanguage)文書型,画像データ型などが自

由に定義できる｡圧縮･格納形式や生成したプログラム

などに応じて,さらに細かく型を定義してもよい｡ORDB

は,機能的には00DI∃(オブジェクト指向データベース)

にまだ及ばない点もあるが,従来のRDB機能とは完全に

上位互換の関係にある｡そのため,ユーザーのデータベ

ース資産が継承できる点では00DBよりも優れており,

次世代の主流データベースと考えられる｡しかし,現在

のSQL3仕様案の範囲では,関数はSQL文で記述するか

外部ライブラリを呼び出す必要があり,どちらも記述能

力や起動性能などの問題点が十分に解決できていない｡

これに対してHiRDB UniversalServerでは,新たに

プラグイン機能を開発し,C言語などで記述されたイン

デクス機能のような高速･高機能ライブラリのORDBへ

の内部組込みを可能とした｡構造を持つ文書に対する国

際規格SGML(Standard Generalized Markup Lan-

guage)で記述された文書の格納が可能な｢SGMLTEXT

型+の定義例を図2に示す｡型の属性値"sgmlcontents”

とともに,全文検索用の"contains”関数が,C言語で記

述されたプラグイン関数として定義されている｡ここで,

contains関数の実体は,全文検索用の高速かつ高機能な

インデクス機能である｡

HiRDB UniversalServerのORDBは,RDBとして実

績のあるHiRDB4卜6)の上位互換製品であり,並列RDBサ
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CREATETYPESGMLTEXT(
PRlVATEs9mlcontentsBLOB,

PUBLICFUNCT10Ncontains(…)

RETURNS‥･

LANGUAGEC
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PARAMETERSTYLEPLUGIN );

(a)sGMLTEXT型の定義の一部

CREATETABLE文書表(

文書名varchar(64),

本文 SGMLTEXT,

版番号integer, )

(b)sGMLTEXT型を含む表定義の一部

SELECT文書名

FROM 文書表

WHERE 版番号>1AN【)

COntains(本文,'内容1”日立製作所”l,)ISTRUE
(c)sGMLTEXT型関数を含む検索例

図2 SGML文書用データ型の使用例

ユーザーが定義したSGMLTEXT型を用いて,文書を文書表の本文

カラムに格納すれば,文書の内容に対する全文検索(contains関数)

をS(〕L文で記述することができる｡

-バ上に実現している｡データベース規模に応じて,デ

ータベースを格納するバックエンドを適宜追加すること

が可能である(図3参照)｡追加されたバックエンドサー

バ上で,各プラグイン関数も並列に動作が可能な点は,

HiRDB UniversalServerの大きな特徴である｡このよ

うに,HiRDBの持つ高拡張性(スケーラビリテイ),高信

頼性,オープン性,運用･操作性が,HiRDBUniversal

Serverでも継承されている｡
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図3 プラグインと並列RDBサーバ方式

プラグイン機能は,並列RDBサーバ方式の広範なスケーラビリテ

ィにより,大容量のマルチメディアデータに対しても安定した性能

を確保することができる｡

プラグインを用いたシステム構築例

前述のSGMLTEXTプラグインを用いた企業文書管

理基盤"DocumentBroker''の詳細についてはこの特集

の別論文に譲り,ここでは,新聞記事データベースへの

適用例について述べる｡

新聞記事も図4に示すような構造を持っており,これ

をSGML構造文書としてデータベース化が可能である｡

同図の｢書誌+以下の構造は,従来のRDB機能でも格納,

検索することができるが,｢本文+以下のテキストデータ

には全文検索機能が必要である｡

｢見出し+や｢検索+の構造要素を指定した全文検索と,

従来型のカラム情報に対する発行日検索を,1個のSQL

コマンドで同時に実行する例を図5に示す｡ここで使わ

れている全文検索用インデクスプラグインは,日本語全

文検索システム"Bibliotheca2TextSearch''で開発した

n-gramインデクス方式をベースとしている｡大量の文書

に対しても安定した高性能を実現するだけでなく,同図

に示したような構造検索,スコアリング,同糞語･異表
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図4 新聞記事の構造

構造化文書を用いることにより,書誌的情報の格納が可能となる

だけでなく,精度の高い全文検索機能も実現できる｡
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図5 構造指定の全文検索画面例

新聞記事データベースから,｢見出し+などの構造指定の全文検索

と書誌事項(発行日)の検索が,一つのS()L文で実行できる｡
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画像 動画 音声 書誌事項

･大量コンテンツソース(絵画･写真など)を
データベースで一元管理

記展開などの各種高機能を持っている｡

このような高い技術に裏付けられた既存のライブラリ

を,プラグインとしてORDB本体に容易に組み込める点

が,プラグイン機能の利点である｡

二番目の応用例として,コンテンツ サービス プロバ

イダ用の画像管理システムを図6に示す｡新たに提供す

る｢画像管理システム構築コンポーネント+を使用して,

インターネット上での画像,動画,音声などのディジタ

ルコンテンツの一元管理,販売,および販売促進を行う

システムが構築できる｡コンポーネントとしては,画像

を一覧するためのサムネイル画像の生成,画像形式の変

換や合成,著作権情報の埋め込み,画像検索機能,検索

用GUI(GraphicalUserInterface)(65ページの図参照)

などを,分散オブジェクトのアーキテクチャ上で提供する｡

おわりに

ここでは,従来のRDB資産を継承しつつ,マルチメデ

ィア情報の一元管理を実現した"HiRDB Universal

Server''について述べた｡

このHiRDB UniversalServerは,ORDB本体の

HiRDBVersion5.0(ObjectOption付き)を中心に,ここで

は述べなかったデータベースアクセスツール``DABroker''

や"DBPARTNER''などをも含んだ新しい製品体系であ

る｡プラグインも,SGML構造文書や画像管理に加えて,

映像管理,地図情報などを整備していく計画である｡

今後も,OLTP(OnlineTransactionProcessing)業務

やデータウェアハウス業務で実績のあるHiRDBの特徴

を生かしつつ,ネットワーク時代の新しい企業情報シス

テムのデータベース基盤を提案していく考えである｡
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